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経
済
不
況
と
暮
ら
し

　
昭
和
５
年
頃
、
日
本
は
昭
和
恐
慌
と
呼

ば
れ
る
深
刻
な
経
済
不
況
に
陥
り
ま
す
。

本
市
で
も
、
企
業
や
工
場
な
ど
の
倒
産
や

休
業
が
相
次
ぐ
と
と
も
に
、
従
業
員
の
賃

金
低
下
や
未
払
い
が
起
き
、
多
く
の
失
業

者
も
み
ら
れ
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
天
候
不
順
や
風
水
害
の
影
響

で
農
業
面
で
も
苦
し
い
局
面
を
迎
え
た
日

本
が
、
経
済
不
況
の
打
開
や
資
源
を
国
外

に
求
め
た
結
果
、
昭
和
６
年
に
満
州
事
変

が
起
こ
り
ま
す
。
こ
れ
を
機
に
日
本
は
戦

争
へ
と
大
き
く
歩
み
を
進
め
ま
し
た
。

移
り
変
わ
る
ま
ち
の
様
子

　
昭
和
９
年
、
本
市
で
は
市
民
総
が
か
り

の
労
働
奉
仕
作
業
に
よ
っ
て
飛
行
場
が
完

成
。
都
城
飛
行
場
と
呼
ば
れ
、
軍
だ
け
で

な
く
、
民
間
も
利
用
し
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
昭
和
10
年
に
な
る
と
昭
和
天
皇

に
よ
る
陸
軍
特
別
大
演
習
が
本
市
で
実

施
。
本
演
習
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
準
備
が
必

要
で
、
開
催
地
の
本
市
は
大
き
な
影
響
を

受
け
た
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。

戦
争
の
は
じ
ま
り
と
暮
ら
し

　
昭
和
12
年
、
日
本
は
中
国
と
の
全
面
戦

争
に
突
入
。
召
集
を
受
け
た
人
た
ち
は
、

駅
な
ど
で
家
族
や
知
人
ら
か
ら
の
出
征
祝

い
を
受
け
な
が
ら
、
戦
地
へ
向
か
い
ま
し

た
。

昭
和
４
〜
５（
１
９
２
９
〜
１
９
３
０
）年

● 

世
界
恐
慌
・
昭
和
恐
慌
に
よ
り
世
の
中

が
不
景
気
に
な
る

昭
和
６（
１
９
３
１
）年

●
満
州
事
変
が
始
ま
る

昭
和
９（
１
９
３
４
）年

● 

多
く
の
市
民
の
勤
労
奉
仕
に
よ
り
、
都

城
飛
行
場
が
建
設
さ
れ
る
。
後
に
都
城

西
飛
行
場
と
呼
ば
れ
る

昭
和
10（
１
９
３
５
）年

●
昭
和
天
皇
が
都
城
で
陸
軍
特
別
大
演
習

　

を
統
監

昭
和
12（
１
９
３
７
）年

●
日
中
戦
争
が
始
ま
る

昭
和
13（
１
９
３
８
）年

●「
国
家
総
動
員
法
」
公
布

昭
和
14（
１
９
３
９
）年

●
第
二
次
世
界
大
戦
が
始
ま
る

昭
和
15（
１
９
４
０
）年

● 

都
城
市
で
も
切
符
制
・
配
給
制
が
始
ま
る

昭
和
16（
１
９
４
１
）年

● 「
国
民
学
校
令
」
に
よ
り
従
来
の
小
学

校
が
「
国
民
学
校
」
に
改
称
。
戦
時
体

制
に
即
応
し
た
教
育
が
行
わ
れ
る

戦
前
・
戦
時
中
の
主
な
で
き
ご
と

特集

戦
後
80
年
、
平
和
へ
の
誓
い
を
新
た
に

記
憶
の
橋
を
架
け
る
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一
方
で
、
婦
人
会
や
学
校
が
中
心
と
な

り
、前
線
を
物
資
供
給
な
ど
で
支
え
る「
銃

後
の
守
り
」
と
呼
ば
れ
る
活
動
が
盛
ん
に

な
り
、
国
民
全
員
で
「
戦
争
」
を
戦
う
意

識
が
生
ま
れ
て
い
き
ま
す
。

　
物
資
の
統
制
も
始
ま
り
、
生
活
必
需
品

は
切
符
制
に
よ
る
交
換
が
行
わ
れ
、
本
市

で
も
食
料
品
か
ら
衣
料
品
ま
で
幅
広
く
対

象
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
戦
地
で
利
用

す
る
装
備
の
充
実
の
た
め
、
金
属
製
に
代

わ
り
陶
製
の
製
品
が
作
ら
れ
る
な
ど
、
代

用
品
と
呼
ば
れ
る
日
用
品
も
普
及
し
ま

す
。
物
資
不
足
に
よ
り
、
残
さ
れ
た
国
民

は
耐
え
抜
く
暮
ら
し
を
強
い
ら
れ
ま
し

た
。

空
襲
と
特
別
攻
撃
隊

　
本
市
は
、
昭
和
20
年
の
都
城
西
飛
行
場

へ
の
空
襲
以
降
、
終
戦
ま
で
の
間
大
き
な

被
害
を
受
け
て
い
ま
す
。
こ
の
頃
の
本
市

に
は
飛
行
場
が
３
カ
所
あ
り
、
さ
ら
に
は

特
別
攻
撃
隊
も
配
備
さ
れ
て
い
た
た
め
、

空
襲
の
標
的
に
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
本
市
か
ら
出
撃
し
た
特
別
攻
撃
隊
は
79

人
。
18
歳
か
ら
30
歳
の
若
者
た
ち
で
し
た
。

彼
ら
は
、
国
の
た
め
家
族
の
た
め
と
戦
地

へ
飛
び
立
っ
て
い
き
ま
し
た
。
昭
和
20
年

４
月
か
ら
７
月
の
間
に
、
都
城
西
飛
行
場

か
ら
２
回
、
都
城
東
飛
行
場
か
ら
15
回
の

計
17
回
に
わ
た
っ
て
出
撃
し
て
い
ま
す
。

昭
和
18（
１
９
４
３
）年

● 

食
糧
事
情
が
深
刻
化
。
学
童
も
授
業
を

中
止
し
食
糧
増
産
活
動
に
励
む

● 

川
崎
航
空
機
株
式
会
社
工
場
建
設
に
伴

い
、
試
験
用
と
し
て
都
城
東
飛
行
場
が

建
設
開
始
。
翌
年
、
完
成
す
る

昭
和
19（
１
９
４
４
）年

●
米
軍
に
よ
る
沖
縄
へ
の
攻
撃
が
本
格
化

● 

国
民
学
校
初
等
科
以
外
は
ほ
と
ん
ど
勤

労
奉
仕
作
業
を
し
て
過
ご
す

●
都
城
飛
行
場
を
陸
軍
が
接
収
す
る

● 

沖
縄
か
ら
都
城
へ
の
集
団
疎
開
が
始
ま

る
昭
和
20（
１
９
４
５
）年

●
都
城
北
飛
行
場
が
建
設
さ
れ
る

● 

都
城
か
ら
79
人
の
特
別
攻
撃
隊
と
61
人

の
援
護
隊
が
出
撃
（
４
月
〜
７
月
）

● 

都
城
市
域
が
空
襲
を
受
け
る
（
３
月
〜

８
月
）

● 

８
月
６
日　

都
城
大
空
襲
で
市
街
地
が

大
き
な
空
襲
を
受
け
る

●
８
月
６
日　

広
島
に
原
子
爆
弾
投
下

●
８
月
９
日　

長
崎
に
原
子
爆
弾
投
下

● 

８
月
15
日　

ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
受
諾
。
日

本
は
無
条
件
降
伏
す
る

※ 

都
城
の
で
き
ご
と
は
、
都
城
市
史
、
山

之
口
町
史
、
高
城
町
史
、
山
田
町
郷
土

史
、
高
崎
町
史
を
参
考
に
作
成

●世の中のできごと、●都城のできごと

※ タイトル背景は、本市出身の日本画家・大野重
じゅうこう
幸が都城空襲直後の明道小学校を描いたスケッチ。

当時、ありあわせの画材で描いたと伝えられています

　
終
戦
か
ら
80
年
を
迎
え
る
今
年
。
年

月
の
経
過
と
と
も
に
、
そ
の
時
代
を
生

き
た
人
た
ち
の
数
は
確
実
に
減
少
の
一

途
を
た
ど
り
、
戦
争
の
記
憶
は
だ
ん
だ

ん
と
過
去
の
も
の
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま

す
。

　
世
界
に
目
を
向
け
る
と
、
今
な
お
さ

ま
ざ
ま
な
国
や
地
域
で
紛
争
が
起
き
、

私
た
ち
が
当
た
り
前
の
よ
う
に
享
受
し

て
い
る
平
和
で
豊
か
な
生
活
と
は
程
遠

い
生
活
を
強
い
ら
れ
て
い
る
人
が
数
多

く
い
ま
す
。
現
代
で
も
「
平
和
」
は
当

た
り
前
の
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
今

一
度
立
ち
止
ま
り
、
改
め
て
平
和
に
つ

い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
本
特
集
で
は
、
戦
時
中
の
日
本
や
本

市
で
起
こ
っ
た
出
来
事
に
つ
い
て
、
改

め
て
そ
の
恐
ろ
し
さ
や
悲
惨
さ
、
人
々

の
苦
し
み
や
悲
し
み
の
記
憶
を
伝
え
る

と
と
も
に
、
私
た
ち
が
こ
れ
か
ら
も
平

和
の
尊
さ
を
忘
れ
な
い
た
め
の
取
り
組

み
や
、若
い
人
た
ち
の
平
和
へ
の
思
い
、

歴
史
資
料
館
特
別
展
な
ど
市
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　

◎
問
い
合
わ
せ　

　
　

秘
書
広
報
課　

☎
23-

３
１
７
４

　
　

文
化
財
課　
　

☎
23-

９
５
４
７

　
　

福
祉
課　
　
　

☎
23-

０
９
６
３

戦後80年、平和への誓いを新たに――

記憶の橋を架ける
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80
年
前
、
都
城
中
学
2
年
生
だ
っ

た
濵
田
邦
彦
さ
ん
は
、
昭
和
20
年
8

月
6
日
の
都
城
大
空
襲
を
鮮
明
に
記

憶
し
て
い
ま
す
。「
低
空
を
飛
ぶ
米

軍
機
※
グ
ラ
マ
ン
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
の

顔
が
は
っ
き
り
見
え
ま
し
た
」
と
語

り
、
当
時
を
こ
う
振
り
返
り
ま
す
。

「
突
然
の
爆
撃
で
自
宅
の
外
井
戸
は

屋
根
が
落
ち
、
木
製
の
洗
濯
桶
の
外

側
が
熱
風
で
焦
げ
、
菜
園
の
茄
子
が

焼
け
茄
子
に
な
る
の
を
横
目
に
必
死

で
避
難
し
ま
し
た
。
昼
前
か
ら
午
後
ま
で

続
い
た
空
襲
で
町
一
帯
が
炎
に
包
ま
れ
、

焼
け
野
原
と
化
し
ま
し
た
。
翌
日
、
牟
田

町
の
自
宅
に
戻
る
と
景
色
が
一
変
し
て
い

て
、
隣
接
す
る
お
寺
の
本
堂
は
焼
け
落
ち
、

ま
だ
火
が
燻く

す
ぶる

町
の
中
に
、
西
都
城
駅
が

見
え
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
」

　
都
城
西
飛
行
場
で
特
攻
機
の
出
撃
を
見

送
っ
た
記
憶
も
あ
る
と
い
う
濵
田
さ
ん
。

自
宅
か
ら
は
、
い
つ
飛
ぶ
か
分
か
ら
な
い

若
い
隊
員
た
ち
が
白
い
マ
フ
ラ
ー
を
な
び

か
せ
た
飛
行
服
姿
で
、
近
く
の
料
亭
に
出

入
す
る
の
が
見
え
た
と
い
い
ま
す
。
後
年
、

宴
に
同
席
し
た
人
か
ら
「『
自
分
が
飛
ぶ

と
き
は
翼
を
振
る
よ
』
と
言
い
残
し
、
確

か
に
翼
を
振
っ
て
飛
び
立
つ
機
体
が
い

た
」
と
聞
い
た
―
そ
ん
な
話
を
、
忘
れ
ら

れ
な
い
記
憶
と
し
て
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
終
戦
を
聞
い
た
時
は
「
少
年
だ
っ
た
の

で
負
け
た
悔
し
さ
の
よ
う
な
も
の
が
あ
っ

た
」
と
語
る
濵
田
さ
ん
。
民
間
人
を
無
差

別
に
殺
し
た
沖
縄
戦
や
広
島
・
長
崎
へ
の

原
爆
投
下
を
強
く
批
判
し
、「
戦
争
を
体

験
し
た
者
と
し
て
毎
年
夏
が
来
る
と
平
和

と
は
何
か
を
考
え
ま
す
。
物
の
豊
か
さ
＝

平
和
で
は
な
い
。
平
和
を
考
え
る
こ
と
は

人
間
の
本
質
を
問
う
こ
と
で
、
突
き
詰
め

れ
ば
正
し
い
道
徳
観
・
倫
理
観
・
世
界
観

を
持
つ
こ
と
で
す
」
と
話
し
ま
す
。

　
家
族
や
友
人
を
大
切
に
し
、
世
界
旅
行

や
読
書
、
パ
ソ
コ
ン
な
ど
今
も
精
力
的
に

活
動
す
る
濵
田
さ
ん
。
そ
の
壮
絶
な
体
験

と
平
和
へ
の
願
い
を
、
優
し
く
丁
寧
に

語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
「
防
空
頭
巾
を
か
ぶ
り
、
雑ざ

つ

嚢の
う

を
下
げ

て
、
サ
イ
レ
ン
が
響
き
渡
る
中
を
必
死
で

走
り
ま
し
た
」
と
話
す
の
は
、
80
年
前
高

崎
国
民
学
校
の
２
年
生
だ
っ
た
永
﨑
郁
子

さ
ん
で
す
。
本
市
で
も
空
襲
が
続
い
て
い

た
昭
和
20
年
の
あ
る
日
、
友
人
と
２
人
で

家
路
を
急
い
で
い
た
永
﨑
さ
ん
は
、
米
軍

機
の
接
近
を
告
げ
る
サ
イ
レ
ン
を
耳
に
し

ま
す
。「『
早
く
、早
く
』と
走
っ
て
い
る
と
、

頭
上
に
暗
い
影
が
落
ち
た
ん
で
す
。
隣
を

走
る
友
人
に
今
す
ぐ
隠
れ
る
よ
う
言
わ

れ
、
２
人
で
道
路
の
脇
に
積
ま
れ
た
材
木

の
影
に
身
を
隠
し
ま
し
た
。
そ
の
時
、
私

た
ち
の
背
後
に
広
が
る
田
ん
ぼ
に
向
か
っ

て
、
米
軍
機
が
機
銃
掃
射
し
て
き
た
ん
で

す
。
恐
る
恐
る
見
上
げ
る
と
、
低
空
飛
行

す
る
米
軍
機
に
乗
る
兵
士
の
顔
が
は
っ
き

り
と
見
え
た
の
を
今
で
も
覚
え
て
い

ま
す
よ
」
と
永
﨑
さ
ん
は
80
年
前
の

忘
れ
ら
れ
な
い
出
来
事
を
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。

　
当
時
、
家
が
農
業
を
営
ん
で
い
た

と
い
う
永
﨑
さ
ん
は
、
戦
時
中
の
暮

ら
し
に
つ
い
て
こ
う
振
り
返
り
ま

す
。「
当
時
、
今
で
は
考
え
ら
れ
な

い
よ
う
な
貧
し
い
生
活
を
し
て
い
る

人
た
ち
が
本
当
に
た
く
さ
ん
い
ま
し

た
。
取
る
も
の
も
と
り
あ
え
ず
、
命

か
ら
が
ら
疎
開
し
て
き
た
人
た
ち
は
特
に
、

そ
の
日
の
食
べ
物
に
も
困
る
よ
う
な
生
活

だ
っ
た
ん
で
す
。
誰
も
が
自
分
と
家
族
の

こ
と
だ
け
で
精
一
杯
だ
っ
た
。
着
る
も
の

も
な
か
っ
た
あ
の
時
代
に
、
自
分
た
ち
の

着
物
の
帯
を
ほ
ど
い
て
、
防
空
頭
巾
を

作
っ
て
く
れ
た
母
た
ち
に
は
本
当
に
感
謝

し
か
あ
り
ま
せ
ん
ね
」

　
現
在
87
歳
の
永
﨑
さ
ん
。
地
区
の
高
齢

者
学
級
に
長
年
通
い
続
け
、
コ
ー
ラ
ス
や

体
操
、
絵
画
な
ど
こ
れ
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な

こ
と
に
挑
戦
し
て
き
ま
し
た
。「
あ
の
時

救
わ
れ
た
命
だ
か
ら
ね
。
色
々
な
こ
と
を

経
験
し
て
、
し
っ
か
り
生
き
て
い
か
な
い

と
と
思
う
ん
で
す
」
そ
う
語
り
、
今
日
も

ま
た
永
﨑
さ
ん
は
力
強
く
前
を
向
き
ま
す
。

平
和
の
た
め
に 

今
、伝
え
た
い
こ
と※ 高崎町史によると、昭和20年８月に高崎橋付近で荷馬車が米軍機の機銃掃射を受け、

その後高崎新田駅や農業倉庫が攻撃を受けたことが分かっています

※グラマン：第二次世界大戦中、アメリカ海軍が使用した戦闘機の通称

昭和７年生まれ

濵
はま

田
だ

 邦彦さん（93歳）

昭和12年生まれ

永
なが

﨑
さき

 郁子さん（87歳）
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語
り
継
ぐ
戦
争
の
記
憶

　
戦
争
体
験
を
継
承
し
、
平
和
の
尊
さ

を
子
ど
も
た
ち
に
伝
え
よ
う
と
、 

７
月

８
日
、
夏
尾
中
学
校
で
語
り
部
に
よ
る

平
和
学
習
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
講
師
を
務
め
た
の
は
、
山
田
町
出
身

で
語
り
部
グ
ル
ー
プ
「
南み

な
みの
風か

ぜ
」
代
表

の
常と

き

盤わ

泰や
す

代よ

さ
ん
で
す
。
講
話
で
は
、

戦
争
が
起
き
た
経
緯
や
当
時
の
軍
国
主

義
的
な
教
育
、
都
城
大
空
襲
の
被
害
状

況
な
ど
を
説
明
。
ま
た
、
常
盤
さ
ん
が

当
時
の
写
真
や
戦
争
体
験
者
の
証
言
を

紹
介
し
な
が
ら
、
人
々
の
暮
ら
し
や
思

い
、
戦
争
の
悲
惨
さ
を
語
る
と
、
生
徒

た
ち
は
真
剣
に
耳
を
傾
け
ま
し
た
。

　
「
私
た
ち
の
権
利
に
は
ど
ん
な
も
の

が
あ
り
ま
す
か
」
と
問
い
か
け
る
常
盤

さ
ん
。
生
徒
た
ち
が
「
学
ぶ
、
遊
ぶ
、

食
べ
る
」
な
ど
と
答
え
る
と
「
そ
の
権

利
を
一
瞬
で
奪
う
の
が
戦
争
。
あ
な
た

た
ち
の
大
切
な
権
利
を
守
っ
て
い
け
る

よ
う
、
平
和
な
世
の
中
を
作
っ
て
い
っ

て
ほ
し
い
」
と
平
和
な
未
来
へ
の
願
い

を
込
め
て
、
力
強
く
語
り
か
け
ま
し
た
。

　
以
下
で
は
、
講
話
を
聞
い
た
生
徒
た

ち
の
声
を
紹
介
し
ま
す
。

つ
な
い
で
い
く
、平
和
の
願
い 高島 美

み

海
う

さん（３年）

長井 叶
か な

羽
う

さん（２年）

津曲 美咲さん（３年）

夏尾中学校で語り部活動をする常盤さん

　戦時中の子どもたちの様子や教科書の話
を聞いて、私達と年齢が近いこともあり、

「どんな気持ちだったのだろ
う」と想像すると怖くなりま
した。たくさんの権利が守ら
れている今の私たちは恵ま
れていると感じました。

　出征した人が大事な人と二度と会えない
ことを当たり前に思う状況に、胸の奥が痛

くなりました。多くの尊い命
を奪う戦争は私たちにも近い
出来事で、過ちを繰り返して
はいけないと強く思いまし
た。

　機銃掃射で多くの市民が犠牲になったと
知り、つらい気持ちになりました。都城で
も豊かな土地が軍事用の飛
行場になって、悔しかった
と思います。戦争は二度と
起こしてはならないと思い
ました。

　戦争体験者の話を聞き、平和のありがた
さを改めて実感しました。二度と戦争が起
こらないよう今回の講話を
しっかりと理解し、若い世
代の私たちも戦争の悲惨さ
を周りの人に伝えていく必
要があると思いました。

白
し ら

谷
た に

 成
じょう

志
じ

さん（１年）

戦後80年、平和への誓いを新たに――

記憶の橋を架ける
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◉
会
期　
11
月
９
日
㈰
ま
で

※ 

月
曜
日
休
館
（
祝
日
の
場
合
は
翌
日
）。

展
示
替
休
館
９
月
９
日
㈫
・
10
日
㈬

◉
開
館
時
間　
９
時
30
分
〜
17
時

※
入
館
は
16
時
30
分
ま
で

◉
入
館
料

　
一
般
２
２
０
円
（
１
６
０
円
）、

　
高
校
生
１
６
０
円
（
１
１
０
円
）、

　
小
・
中
学
生
１
１
０
円
（
50
円
）

※ 

（　
）
内
は
20
人
以
上
の
団
体
料
金
。

都
城
島
津
邸
・
高
城
郷
土
資
料
館
・
都

城
歴
史
資
料
館
の
観
覧
券
半
券
を
提
示

し
た
人
は
団
体
料
金
適
用
。
８
月
31
日

㈰
ま
で
は
小
・
中
・
高
校
生
無
料

　
戦
争
体
験
者
の
話
を
交
え
た
お
話
会
を

開
催
し
ま
す
。

◉
日
程　
８
月
15
日
㈮
・
17
日
㈰
、
９
月

21
日
㈰
、
10
月
19
日
㈰

◉
時
間　
14
時
〜
15
時

◉
会
場　
都
城
歴
史
資
料
館

◉
費
用　
入
館
料
が
必
要

※ 

特
別
展
や
関
連
企
画
に
つ
い
て
詳
し
く

は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

確
認
く
だ
さ
い

戦
没
者
・
空
襲
犠
牲
者
合
同
追
悼
式

　
市
で
は
、
都
城
大
空
襲
の
あ
っ
た
８
月

６
日
に
合
わ
せ
て
、
戦
争
で
命
を
落
と
し

た
人
た
ち
の
冥
福
を
祈
る
と
と
も
に
、
平

和
へ
の
誓
い
を
新
た
に
す
る
合
同
追
悼
式

を
開
催
し
ま
す
。

◉
日
時　
８
月
６
日
㈬　
10
時
〜

◉
場
所　
総
合
文
化
ホ
ー
ル

慰
霊
・
平
和
記
念
の
黙
と
う

【
広
島
市
原
爆
被
爆
80
周
年
慰
霊
・
平
和

祈
念
】

◉
日
時　
８
月
６
日
㈬　
８
時
15
分

【
長
崎
市
原
爆
被
爆
80
周
年
慰
霊
・
平
和

祈
念
】

◉
日
時　
８
月
９
日
㈯　
11
時
２
分

【
全
国
戦
没
者
追
悼
】

◉
日
時　
８
月
15
日
㈮　
正
午

福
祉
課　
☎
23
–
０
９
６
３

特
別
展
の
概
要

関
連
企
画　

戦
争
体
験
談
お
話
会

　戦後80年の節目に当たる今年、都城歴史資料館では、戦中・戦後のまちの姿や人々の暮らしを伝える
特別展を開催しています。空襲を受けた市街地や厳しい暮らし、出征する若者たちの思い。残された史
料や戦争体験者のさまざまなエピソードに触れることで、戦争の記憶が年月を超えて私たちの心に迫り
ます。この機会に、「平和とは何か」を考える時間を過ごしてみませんか。
　 ◎問い合わせ　文化財課　☎ 23-9547

都城西飛行場被爆写真

戦中・戦後の
都城のまち・人 の々くらし

都城歴史資料館　特別展
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お
な
か
い
っ
ぱ
い
食
事
を
取
れ
る
こ

と
。
安
心
し
て
眠
り
に
就
け
る
こ
と
。
明

日
も
ま
た
家
族
や
友
人
と
笑
っ
て
過
ご
せ

る
こ
と
。
現
代
の
私
た
ち
に
と
っ
て
当
た

り
前
の
こ
と
が
、
当
た
り
前
で
は
な
か
っ

た
時
代
が
あ
り
ま
す
。

　　
80
年
前
、
都
城
の
ま
ち
は
空
襲
で
炎
に

包
ま
れ
ま
し
た
。

　
80
年
前
、
若
者
た
ち
は
都
城
か
ら
特
別

攻
撃
隊
と
し
て
飛
び
立
ち
ま
し
た
。

　
80
年
前
、
都
城
で
多
く
の
人
が
家
族
や

友
人
を
失
い
ま
し
た
。

　
も
う
二
度
と
戦
争
を
繰
り
返
さ
な
い
た

め
に
は
何
が
必
要
な
の
で
し
ょ
う
か
。

　
本
当
の
意
味
で
の
「
平
和
」
と
は
何
な

の
で
し
ょ
う
か
。

　
終
戦
か
ら
80
年
目
を
迎
え
る
今
年
。

　

失
わ
れ
た
多
く
の
尊
い
命
に
心
か
ら

黙
と
う
を
捧
げ
、
こ
れ
か
ら
80
年
後
、

１
０
０
年
後
の
平
和
を
願
い
ま
し
ょ
う
。

　
私
た
ち
１
人
１
人
が
「
平
和
」
に
つ
い

て
考
え
続
け
る
こ
と
が
世
の
中
を
よ
り
良

い
方
向
に
変
え
て
い
く
。

　
私
た
ち
自
身
や
子
ど
も
た
ち
が
生
き
る

未
来
の
た
め
に
、
こ
の
夏
、
平
和
に
つ
い

て
考
え
ま
せ
ん
か
。

　本特別展では、戦中・戦後の都城の様子を伝え
るため、初公開を含む多くの史料を展示していま
す。また、宇佐市教育委員会の協力により都城出
身の特攻隊員に関する貴重な史料なども見ること
ができます。そのほか、寄せられた多くの戦争体
験談を通して、当時の人々の思いや暮らしの一端
をお伝えしています。戦争の記憶を受け継ぎ、平
和について考えるきっかけとなれば幸いです。

文化財課　
主査
田中　滉太郎

上 / 火の見やぐら詰所
完成　完成した中町第 4
班火の見やぐら詰所に地
域住民が集合。戦時中は
火災監視のため、住民が
交代で詰めていた。
左 /昭和十六年西

にし

嶽
だけ

村
そん

報　
第二十號

ごう

　西嶽村（現・
美川町ほか）の公報。ガ
ソリン用の干甘

かん

藷
しょ

の供出
を農家に求める内容が記
載されている。

左 /遺書（大分県宇佐市教育委員会所蔵）都城出身・
藤井眞

ま

治
はる

大尉が家族に宛てた遺書。疎開先として都城
を勧める思いが記されている。　右 /賜

しせんじょうはいちようず

饌場配置要図　
昭和10年の陸軍特別大演習に関する図面で、会場配置
や都城駅からの経路が描かれている。

戦後80年、平和への誓いを新たに――

記憶の橋を架ける

こ
の
夏
、平
和
に
ついて
考
え
ま
せ
ん
か


